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１．リフェコについて
⚫住宅用太陽光発電システムの販売（旧：日本エコライフ株式会社）





２．これまでの太陽光発電事業
⚫固定価格買取（FIT）制度

2009年スタート（当初、余剰電力買取制度）

再エネ賦課金（当初、太陽光発電賦課金）



２-01．住宅用太陽光発電のそもそも
⚫設備費用が高額

⚫昼間の電力は余る



２-02．固定価格買取（FIT）制度のおさらい
⚫設置者への優遇制度（設置して不利益にならない）

⚫調達価格等算定委員会

⚫市場価格や電気料金を考慮







２-03．これまでのまとめ
⚫発電さえすれば事業が成立する＝「つくる」だけでOK!!

✓ 適正価格であることが前提（安ければ尚お得）

✓ 地域差はあるが大差なし

✓ 設置条件に依るが大差なし

✓ メーカー・設置業者によるが大差なし、、、

✓ 「売ったほうがお得」→「使ったほうがお得」の移行はあった



３．新たなフェーズとは
⚫太陽光発電は自家消費の時代

⚫再エネの地産地消

⚫ SDGs、ESG金融、カーボンニュートラル

FITでの普及拡大では不十分（ZEH）

⚫卒FIT市場

フェーズ移行しないと無駄な電源が増えていく

⚫大規模災害、レジリエンス、BCP対策

分散型の利点を活かす＆そのための蓄電設備。



３-01．リフェコの事情
⚫サービスの転換

⚫コモディティ化

⚫差別化



３-02．電力需給の事情
⚫電力需要のピーク差

✓ 月毎、日毎、時間毎に刻々と変化

✓ 電化はますます進む（IoT、EV）

⚫電力供給も複雑に

✓ 再エネの普及拡大



４．脱炭素は地域ごと

⚫小規模・分散型・変動電源という特性上、コントロールでき

る範囲で業種・業態を越えて電力需給を融通し合うことで、

エネルギーの地産地消率を高める。

✓ 九州 → 福岡県 → 福岡市：より狭域でコントロールし、ロスを最小に。

✓ サービス業、製造業、行政サービス、飲食業 etc...

✓ B2B、B2C

✓ 同一建物内の、住宅設備、電気自動車、照明、電化製品 etc...

✓ 製品・サービス提供側にも多種多様な業界のパートナーシップが不可欠
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５．地域新電力

⚫エネルギーの「つくる」「つかう」「ためる」を［計測］

［制御］して、できる限り【地産地消】する。

✓ ヒト・モノ・カネ・エネルギーが地域内で循環

✓ エネルギー効率UP

✓ オフグリッド需要（電力会社としては利益）

✓ 見守りなどの住民サービス拡充







ご清聴ありがとうございました。


